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１ はじめに 

 本実践の舞台は岡山県中央町（現美咲町）

という，地名の通り岡山県のほぼ中央部に位

置する農業中心ののどかな町である。最近で

こそ棚田や駅舎、たまごかけごはんが話題と

なることがあるものの，これといった特徴的

な産業はなく，尐子高齢化の問題が進んでい

る現状がある。このような中で，子どもたち

に自分の生まれ育った地域をしっかりと見つ

め，地域の歩みや人の生き様にふれる学習を

設定したいと考えていた。 

そんな折，町の小学校社会科副読本に「加

美小学区には大小合わせて１００ぐらいのた

め池がある」という文章が載っていた。ため

池は日頃から目にはしているが，子どもたち

にとって，生活とのつながりやその背景につ

いてほとんど知らないものである。私自身も

同様だが，数の多さに興味がわき，中でも，

一番大きなため池である長万寺池を取り上げ，

教材開発を試みることにした。本論では，教

材研究を進めるうちに人とつながり，実践化

するに至った手づくりの教材を紹介したい。 

２ 実践の目的 

教材開発・実践で著名な有田和正氏は「一

見，何もないような地域でも必ず，驚くよう

な事象が存在する。」と述べている。地域への

愛情や誇りを育てるためには，まず，地域の

事実を掘り起こしていくことからはじまる。  

地域が発展してきた様子や，その中で生活

している人の生き様や思いに触れることが，

自分の生まれ育った地域を見つめ直すことに

つながり，さらに，社会形成者としての自分

という存在を意識することになると考えた。  

中学年の多感な時期に，体験活動や人との

出会いを通して，地域について思考する教材

の重要性を感じ，実践した。 

 

３ 教材化にいたるまで 

 まず，町役場を尋ねたが当時の資料（昭和

初期）はすでに廃棄されていた。そこで，長

万寺池地区の古老を紹介して頂いた。古老（Ｋ

さん 81 歳）から当時の様子や，記念碑のこ

と，池づくりの中心となった人の話を聞いた。

昭和初期ということで，実際に池づくりに携

わった人たちはすでに亡くなっていた。次に，

県立図書館など県内数カ所の図書館で昭和初

期の郷土資料にあたった。そこから，長万寺

池の開発が行われた頃，隣町で大規模な耕地

整理が行われていたことがわかった。その詳

細をまとめた著者（郷土史家）に会うことが

できた。郷土史家である NY さん（72 歳）か

らは，現地で当時の耕地整理や池づくりの様

子を詳しく聞いた。さらに，周りの先生方や

保護者にも呼びかけていたこともあり，実際

に池づくりを体験された NK さん（84 歳）を

紹介してもらうことができた。 

こうして，ほとんど資料がなかった段階か
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ら耕地整理や池に関する文献，郷土史家，地

元の古老，池づくりの経験者がそろい教材化

へと踏み切ることができた。 

 

４ 実践にむけての工夫 

 教材研究の中で多くの人との出会いがあっ

たことを是非，子どもたちとの学習に生かし

たいと考えた。長万寺池に関わる人々の思い

や願い，知恵を子どもたちに実感させるため

に，特に，次の４点を自分なりに工夫した。 

① 人との交流を各学習過程に位置づける 

 教材との出会いや，追究の深まり，発信す

る相手意識など子どもたちの学びに即してそ

れぞれの人物との交流を考えた。古老 K さん

や郷土史家 NY さん，経験者の NK の３名を

課題形成，追究活動，まとめ・発信の各学習

過程に位置づけることで，机上の学習だけで

はなく，人との交流から思いや生き方を学ぶ

学習になると考えたわけである。 

② 池づくりの擬似体験を取り入れる 

写真や絵から当時の様子はイメージできる

ものの，実際に土を掘ったり運んだり，突き

固めたりなどの池づくりの擬似体験を取り入

れた。当時の人々の工夫や苦労を知識として

だけでなく，全身で実感できるような学習に

した。昭和初期という現在とは時代背景がま

るっきり違う中で，ため池の存在と当時の生

活の様子や人々の願いを考える基盤とした。 

③ 友達との学びあいの場を重視 

 小グループを多用し，聞いたことや体験し

たことをお互いに共有する機会を設定した。

仲間との共同作業の中で，共感したり違いを

感じたりすることが自分の学びを客観的に振

り返ることにもつながるであろう。その際，

ただ気づいたことを発表し合うだけでなく

「きらめきカード」（大きめの付箋）に友達

の考えの良いところや，疑問点を書いて交換

することで学びを深める場とした。 

④ 教師の手による自作資料の作成 

 教材研究段階での資料をそのまま子どもた

ちに提示しても理解は困難である。そこで，

聞き取りからわかった事実を文書に示したり，

文語を現代語にかえたり，図や写真を多用し

てイメージしやすいようにしたりとなるべく，

子どもの力で追究活動が進められるように自

作資料の作成を行った。すべてを提示するの

ではなく，必要に応じて示すようにした。 

 

５ 実践の方法 

（１）対象（実践当時 久米郡中央町） 

 岡山県久米郡美咲町立加美小学校 4 年生 

  男子 15 名，女子 23 名，計 38 名 

（２）単元名 

 「長万寺池をつくる」 

（３）単元目標 

長万寺池の開発について，古老への聞き取

りや池づくり体験，資料などをもとに意欲的

に調べることを通して，当時の人々が生活の

向上を願い，多くの工夫や苦労をしながら長

万寺池を開発，発展させたことについて考え

ることができる。 

（５）学習過程 

 本単元の学習過程は，次頁の資料１に示す

通りである。 

６ 授業の実際的展開 

（１）第1次 問題をつかむ場 

～ 導 入 ～ 

導入は，加美小学区のため池の地図ぬり活

動を行った。その中で，子どもたちは大小様々

な形のため池が100ぐらいあることに気づき，
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大変驚いていた。そこで，『なぜ，こんなにた

め池があるのだろうか？』と発問すると，「雤

がよくふったから」「山や森が多いから水がた

まった」「昔，地震で穴がたくさんできた」「水

を使う人が多い」など思い付きの発言が続い

た。さらに，『池の水は何に使うの？』の発問

 

資料１ 「長万寺池をつくる」の単元構想（全13時間） 
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＜子どものノートから＞ 

・「長万寺池はおじいさんの先輩がつくったと言

っていた。本当にあんなにでかい池をつくった

のかよくわからない」 

・「大正時代からつくりはじめたらしい。おじい

さんは水の管理をずっとしていた」 

・「池は米づくりにはなくてはならないものだと

わかった」 

には，「魚を飼う」「川に流れてトイレに使う」

「使う水ではない」という意見が多かった。

田舎の子ではあるが，半数の子どもは田んぼ

や米づくりの経験がない。池から田んぼに水

が流れていることを実際に見たことのある子

から「田んぼの水に使っていた」という発言

がヒントになって，「学区には大きな川がない

ので水が足りない」，「山の上まで田んぼがあ

るからため池がある」と予想がでた。そこで，

町内で一番大きくみんなが知っている長万寺

池の見学に行くことにした。 

～教材と古老Kさんとの出会い～ 

 町のバスを利用して，長万寺池へ行った。

事前に K さんには来て頂くようお願いして

いた。子どもたちは喜んで，古老の話を真剣

に聞いた。感想では次のようにまとめていた。 

長万寺池地区の K さんとの出会いは，それ

までの長万寺池の知識や見方を変えたようで

ある。また，見学でわかったことを交流しあ

ったりまとめたりする中で，「あんなにでかい

長万寺池をおじいさんの先輩たちがつくった

ことが信じられない。一体，どうやってつく

ったのだろう」ということに疑問が集中した。

そこで，『Kさんの先輩たちは長万寺池をどの

ようにして作ったのだろう』というクラスの

学習問題を設定し，調べる計画をたてた。 

＜子どものノートから＞ 

・馬や道具を使ったとしてもやっぱり大変そうだ。

私はそうとう大きな道具じゃないと作れないと思

う。・今のお金でどのくらいかかったのか。どうや

ってあんなに大きな池をつくったのか気にな

る。・予想がたくさんでてきて何を調べるのかまよ

った。・いろんな調べ方や予想がでて，みんなすご

いなあと思った。ノートにいっぱいなるぐらい調

べるぞ。 

それぞれの予想を交流したのち，調べる視

点として，【中心になった人々】【使っていた

道具】【池ができるまで】という大きく 3 つ

の視点にまとまった。 

（２）第2次  問題を解決する場 

 ２次では，調べる内容や視点を明確にした。

まず，自作のプリントや副読本，教科書，

資料集などから一人調べを行った。集中し

 

 

資料３ 一人調べと情報交換時のノート 
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て調べ活動を進める子が多かったものの，

一方で，なかなかはかどらない子もいたこ

ともあり，2 時間目の途中から小グループ

での学習を取り入れた。情報交換後の子ど

もたちの感想は，以下の通りである 

子どもからは「人の手だけでつくったとあ

ったけど，重かっただろうな」「昔の人はすご

いけど，自分はやりたくないなあ」などのつ

ぶやきがあった。そこで，休み時間や給食時

間に『千本づきのビデオ』（隣町から借用した

もの）や機械がない頃の水平の出し方などの

ビデオを見せた。調べたことを知識でのみと

どめるのではなく，より具体的なイメージを

持たせ興味づけを図ろうと考えた。子どもか

らは「どれくらいえらいんかな」「こんなん機

械ならすぐじゃ」「みんなで歌っていてなんか

楽しそう」「おもしろそうだから，やってみた

い」などの声がでた。ただし，場所がないの

で校長先生にお願いして許可が出たらやろう

ということになった。結局，無理を言って運

動場を掘らせてもらい，池づくりの擬似体験

をすることになった。 

～ ゲストティチャーを招いて 

池づくり擬似体験 ～ 

この体験では，池の土手づくりの様子につ

いて，鋼土を作り千本づきによって土が固ま

っていく変化を実感させることを意図した。

苦労だけに留まらず，昔の人の知恵にも触れ

させたいと考え，池づくり体験のあるＮＫさ

ん（84 歳）に指導して頂いた。（資料６） 

  

《池づくり疑似体験》 

（体験内容） 

○運動場を鍬やスコップで掘る。その土をもっ

こを使って運ぶ。（縦 70cm 横２ｍ） 

○運ばれた木づちなどで固める。赤土と消石灰

を混ぜたもの（鋼土）を掘った穴に入れて千

本づきを行う。 

（準備物） 

・木づち 6 本・もっこ２つ・赤土・消石灰 

・スコップ・てみ・つるはし   など    

※道具については，知り合いの先輩や保護者や

地域の人に呼びかけて，貸して頂いた。 

土をほるのが本当に大変だった。かたく

て腰が痛くなった。もっこで運ぶとき，い

っぱい入れて運んだら，肩が痛くて今にも

土がこぼれそうだった。でも，それよりも

一番大変だったのは，土を運んだあと，手

の力が全然出せなくてすぐに土を移すこ

とができなかった。昔の人は本当に大変だ

ったなあと感じた。 

資料４  情報交換後の感想 

資料６  地元の新聞に紹介される 

資料７  Ａ子の体験後の感想 
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 Ａ子のノートには，体験したからこそ実感

できたであろう肩の痛みや手の感触，土の様

子がしっかりと表現されていた。（資料７） 

～当時の人々の苦労や工夫を話し合う～ 

 そして，池づくり擬似体験での感想を出し

合う中で，当時の人々の苦労や工夫について

話し合った。   

 話し合いには，当時の人々の写真に吹き出

しをつけたワークシート（資料９）を用意し

た。改めて，苦労や工夫を考えるというより

も，これまで自分が書き綴ったノートや，友

だちとの交流時に用いた『きらめきカード』

から自分の学びを振り返るように助言した。  

 そうすることで，学習の経過と共に自分が

思考してきた学びの道筋を改めて振り返るこ 

とにつながると考えた。 

・ みんなでその人たちの気持ちになっ

てみれば，「やだなあ」「苦労するなあ」

ということがわかった。何回も書くけ

ど，このころの人が 20 年も続けていた

なんて驚きをかくせません。これから

もし，学校の先生になったら，4 年生

の先生になって，池づくりのことを教

えてあげたいです。しょう来，役に立

つといいな。いい経験をしたな。 

 

・ 昔の人たちは大変な思いをして池を

造ったと思う。きっと長万寺地区の人

たちはかんしゃしているだろう。長万

寺池をどうやってつくったのかいっぱ

い不思議に思いながらやってきた。 

 

・ 道具はどんなものを使っていたのか，

中心になってやっていた人たちはどん

な気持ちだったのかよくわかった。お

金も 1 件 1 件まわって苦労して集めた

と思う。 

 

・ 長万寺池がないと今の生活はできな

かった。あの池は本当にみんなの役に

立っているなと思った。池づくりの中

心になった人は何年もかけて，村の人

をせっとくしたなんて，みんなのしょ

う来のことを考えていたんだな。 

 

・ いっぱい苦労しながら長万寺池を作

ったのはやっぱりすごい。いやだなあ

と思った人はたくさんいたと思う。そ

んな中でも一生けんめい，池づくりを

続けた昔の人たちは，すばらしい人た

ちだと思う。 

資料８  第１０時の本時案 

資料９ きらめきカードとワークシート 

資料 10  情報交換後の感想 
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これまでの調べ学習や体験での授業後の感

想（資料 10）にはやはり，体験が生きた実感

ある意見が多かった。 

（３）第３次  新たに働きかける場 

～ 情報発信 ～ 

 これまで学習してきたことをどのような方

法でまとめるのか意見を出し合った。子ども

たちからは，「こんなにすごいこと，みんなに

も知らせたい」，「できれば町内の人みんなに

も知って欲しい」，「長万寺地区の人だってき

っと知らない人が多いと思うから，劇とか紙

芝居とかで知らせたいな」，「長万寺池に立て

看板をして，池ができたわけや大事にしてほ

しいということを知らせたい」など，「折角，

すごい秘密がわかったのだからなるべくた

くさんの人に知らせたい」という願いが大き

かった。  

ただし，まとめる時間が２時間しかとれな

いと言うことから，【長万寺池の本づくり】【長

万寺池の紙芝居づくり】に絞った。まとめ方

は自分で選択し，小グループ毎に創作した。  

単元を終えた，Ａ子の感想には，まとめ終

えた達成感とともに，長万寺池への熱い思い

が伝わってきた。 

実際，休み時間を使い，自主的に他学年の

教室に出向いて，紙芝居を披露した。クラス

全体でも，それぞれの作品を他の学年に紹介

したり，町の有線放送で流してもらったりし

た。社会科学習としてはここで終えた。 

 

～ 総合学習へ発展 ～ 

 子どもたちの「長万寺池のことを知らせた

い」という願いは，社会科から総合的な学習

の時間「長万寺池をつくる」へと発展してい

った。クラス全員による創作劇を演じたり，

千本づき体験コーナーや道具紹介コーナーを

設置したりなどの長万寺池フェスタ（２月末

実施）として，大々的に開催した。このフェ

スタには，校内の子ども・教職員はもちろん，

保護者や地域の人（特に，お世話になった古

はじめて，紙芝居をつくった。短い話

になったけど，ここまで作れてうれしい。

これから先も，この紙芝居を残してたく

さんの人に読んでもらいたい。 

資料１１ Ａ子の単元終了時の感想 

資料１２ 完成した紙芝居を披露する 
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老Ｋさん，郷土史家のＮＹさん，体験づくり

でお世話になったＮＫさんをはじめ，特に長

万寺池地区の人たち）を招待するにいたった。  

校内の先生方の理解や協力，保護者や地域

の方々から子どもたちへの称賛の声をたくさ

ん頂くことができた。 

これら一連の学習を通して，改めて，子ど

も達は自分が学んできたことの意味づけや，

達成感を感じることができたように思う。 

 

７ まとめ  ～ 成果と課題 ～ 

 急激な尐子化やインターネットの普及など

高度情報社会と言われる現代において，地域

社会の変容から地域学習が難しくなったと言

われる。つまり，子どもたちにとって距離的

に身近な地域が必ずしも心理的にも身近な地

域だとは言えにくくなってきている。 

しかしながら，中学年の子どもたちにとっ

て，やはり，自分の足で事象や人間の生き様

を直接目にするような学習は，地域学習をお

いて他にないと考える。本実践を振り返る中

で，その重要性を再認識できたことがもっと

も大きな成果だと感じる。 

本実践から２年後の卒業を迎えた子どもか

ら「長万寺池の学習が小学校で一番心に残っ

ている」，地元地域の方（保護者）から「改め

て，自分の住んでいる場所を考えるきっかけ

になった。子どもたちにとってとても価値あ

る学習だった」という感想をもらったことが

大きな励みとなった。 

 本実践は，教材研究の中で出会った人との

交流や，実際の池づくり擬似体験，小グルー

プ活用やきらめきカードなどによる友達との

学び合いを深める工夫などを行うことで，子

どもたちのため池に対する思いが，どんどん

と身近なものになり，実感を伴った主体的な

学習展開となった。その意識を発展させた結

果として，総合学習での長万寺池フェスタに

つながったと言える。 

子どもたちは，地域の人の生き方や，工夫，

努力，知恵に触れた時，地域への愛情や誇り

を一層，強めていくと実感した。 

 一方，課題として，本実践では，ため池へ

の意識は高まったが，米づくりなど農業に対

する見方や考え方を深めるところまでは至っ

ていない。「長万寺池がなかったら，今の生活

はなかった」という感想をもった子は多かっ

たが，科学的な根拠などからも一層それを裏

付ける資料提示などを行う必要があったよう

に反省する。 

初期社会科の問題解決学習で大切にされた，

「子どもに身近で切実性のある問題」は恵ま

れた今の子どもには難しい面が多いが，私た

ち教師が地域素材を見直したり，改めて意味

づけたりする中で，新たなヒントが見つかる

ような気がする。改めて過去の実践を検証す

ることは，地域教材の開発についての新たな

視点や子どもの学びという現在の考え方から

指導方法を捉え直すヒントが得られた。 
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